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マイノリティだからこそ、それぞれが持つプライドを
大切にして、一緒に取り組んでいきたい

芦屋市長 いとうまいさんと会長の対談
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どの窓口かわからない場合でも、
まずは、兵庫県弁護士会まで
お電話ください。
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■映画『あしやのきゅうしょく』をお楽しみに

津久井　素敵な市長室で
すね。芦屋市出身の貴景勝
の色紙も光ってます。この
中の『芦屋の給食～オシャ
レな街のおいしい献立』と
いう本が目にとまりました
が、これは何でしょうか？

いとう　ありがとうございます。良いところに注目いただ
きました。給食は芦屋の自慢なんです。市立のすべての
小・中学校で、自校式の給食を実施しています。各校に一
人ずつ専属の栄養士を置いてオリジナルメニューを毎日
提供しています。三つ星レストランからおだしの取り方の
指導を受けた本格的で美味しい給食がみんな大好きで
す。この本はその給食のレシピ集で、大人気でした。昨年
から、芦屋市市制施行80周年にあわせて『あしやのきゅう
しょく』という映画が制作されています。公開は来年にな
りそうですが、食を通じて絆を描くヒューマンドラマで
す。楽しみにしていて下さい。

津久井　監督は白羽弥仁さんですか。能登半島地震の翌
年『能登の花ヨメ』で被災地を元気付けて下さいました。
震災をモチーフにした『神戸在住』も白羽作品ですね。

いとう　映画監督は白羽さんのほか大森一樹さんも芦屋
市出身です。芦屋市は「人」の宝庫ですから、いろいろな

人材がいらっしゃいます。なので、若い方々や地域の方々
にも、ぜひ芦屋のまちづくりに参加していただきたいと願
って、市長就任後まもなくランチミーティングを始めまし
た。学校の給食の時間におじゃまして、地域の方々にも集
まっていただき意見交換をしています。すばらしい市民の
方 と々新たにお話しができて楽しいです。今は感染拡大
予防もあって、なかなか大変ですが。

津久井　地域活動は学校単位で行っているのですか。

いとう　芦屋市には「コミスク」（コミュニティ・スクール）
という活動があって、全小学校区にコミスクが設置されて
地域活動を展開しています。住民の方々の意識はとても
高いと思います。ただ、小学校時代を芦屋で過ごした方
も、中学受験で他市に学び、大学・就職で市外に出て行っ
てしまうことも多くて、芦屋市も他地域と同じように高齢
化が進んでいます。外から見た芦屋市のイメージと違っ
て、社会構造上の問題も抱えています。

■声を聞き、言葉を届ける、合意形成

津久井　芦屋市ではＪＲ芦屋駅前の再開発をめぐって市
議会との対立が報じられています。市政に関する合意形
成も難しいのですね。

いとう　そうですね。これまでの長年にわたる議論の積
み重ねがあって現在の課題があるわけですが、そこが理解
されていないと思います。市民には現在の状況が分かりに
くいという指摘も受けています。しっかり情報提供をして
いくことが基本ですから、きちんとご理解いただけるよう
に言葉を大事にしたいと思います。多くの関係者もいます
ので、芦屋市の信頼を失うようなことがないよう頑張りま
す。あきらめたら終わりですので、決してあきらめずに。

津久井　市民の方々の声を聞く、という点では若い世代
の方々のお話にも語りかけておられるようですね。市長室
の入口に、高校生の壁新聞（インタビュー記事）が貼ってあ
りました。

いとう　「リード芦屋新聞」と言いまして、市民活動センタ
ーと神戸新聞社の協力の下で作成されています。私へのイ
ンタビュー記事だけでなく、防災やＳＤＧｓなど様々な社
会課題を取り上げたり、駅南再開発を取り上げた号もあり
ましたが、県立芦屋高校の生徒の方々が市役所の各部署
にインタビューに来られることもあって、素晴らしいことで
す。将来を担う若い世代の方々が市政に興味を持ってい
ただけることは嬉しいです。政治は生活ごとですから。で
も、市政の実情を知らない市民の方も多いので、私は、説
明の努力を一層尽くしたいと思っています。

■弁護士に期待すること

津久井　いとうまい市長の弁護士に対するイメージはど
んな感じですか。

いとう　だいぶ前のことですが、豊中市の女性センター館
長を不当に雇止めされた三井マリ子さんが原告となって市
を相手に不当性を訴えた裁判があって、40人ぐらいの弁
護士さんが代理人となって闘いが展開されました。私はそ
の弁護士の姿を間近に見て「法を知っている強さ」を感じ
ました。困っているときに助けてくれるヒーロー・ヒロインだ
と思いました。
　その一方で、困っていないときに会うことはあまりありま
せんので、行政から見ても少し縁遠い存在だというイメー
ジもあります。頭が良くて近付き難いといいますか。

津久井　先般の幹部のパワハラ問題の第三者委員会で
は大阪弁護士会の先生方が委員をお務めになりました。

いとう　第三者調査委員会の構成等については、独立
性・第三者性を尊重して、関わりを持たないように配慮しま
した。今後の適正な行政運営のために、普段から弁護士の
方 と々の連携は必要だと思います。

津久井　現在、弁護士会は、災害に関する協定を芦屋市
と結ぼうという取り組みを進めています。

いとう　阪神・淡路大震災では、制度の不備が明らかに
なりました。個別避難計画の策定が求めれているところで

すので、弁護士会との協定を前向きに進めたいと思っていま
す。震災はボランティアの重要性も浮き彫りにしましたので、
つい先日も市内のライオンズクラブとボランティア協定を結
んだばかりです。少しずつ一歩ずつ進めていきたいです。
　離婚した家庭における親子間の面会や交流のサポート
などもしたいと思っていて、そのときはお力を借りなけれ
ばなりません。
　私は、市民はお客様ではなく、パートナーだと思ってい
ます。何よりも対話が必要です。でも現実的には、市民と
行政の対話が正常に進まない場面もあります。そんなとき
に弁護士さんが間に入って気持ちよく対話できるようにな
るといいな、とも思います。

■マイノリティだからこそプライドを大切に

津久井　市長になってちょうど２年、折り返し点ですね。
ここまでの道程は大変でしたか？

いとう　自分は女性ですしマイノリティという自覚があり
ます。もともと、母親が市会議員をしていて、ここは土井た
か子さんの選挙区でもあったので、女性が政治の世界に
入ること自体には抵抗感はありませんでした。でも、女性
がトップとなることについては社会側に抵抗があるようで、
女性は感情的だからダメだなどという話も聞きます。多様
性のある社会を作るために、マイノリティだからこそ、それ
ぞれが持っているプライドを大切にして、一緒に取り組ん
でいくことが大切だと思います。私が頑張って越えるべき
ハードルを越えていきます。

津久井　ありがとうござ
いました。地元の弁護士
会としても市民の声を大
切にする姿勢にエール
を送りたいと思います。
頑張って下さい。
（対談日 2021／６／30）

いとうまいさんは、芦屋市議会議員を経て、令和
元年６月に芦屋市長に就任。趣味はサーフィンと
読書。明るく颯爽とした雰囲気の中に丁寧な心配
りが宿るまぶしいお人柄で、老若男女を問わず市
民との対話を大切にしている。誰もが知る「芦屋ブ
ランド」の大看板を背負いつつ、数々の市政の難
題に全力で取り組んでいる。今回は、いとうまい市
長に、弁護士の役割や期待などをお聞きした。
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　「少数者（マイノリティ）」の問題にも数多く直面する政治の現場で、い
とう市長がこれまで「マイノリティのプライド」をもって決断し続けたこと
で、多くの「少数者」（マイノリティ）の支持を得ながら、芦屋市が多様性
のある社会へ進んでいることを教えていただきました。
　「少数者の権利を実現する」ため、弁護士会も芦屋市と幅広い分野で
協力・提携を進めて、「誰一人取り残さない」SDGsの目指す社会を実現
したいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

副会長のご挨拶　兵庫県弁護士会　副会長　吉 田  維 一　




